
第 57 回丸心合同運営推進会議議事録 

 

日  時：令和 8 年 2 月 10 日（火）15：00～16：00 

   場  所：丸心ふわり 1F フロア 

   出 席 者：北区第 3 地域包括支援センター 川上様 

        吉泉様（屯田みずほ町内会長）、高橋様（地域住民）、原田様（家族会 

        会長）、江口様（ 〃副会長） 

             事業者 河田（ホーム長）関川（丸心管理者） 鷹架（ふわり管理者）  

幕田（丸心職員）西倉、今野（ふわりｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ） 

                     司会：中川（事務員） 

 

《 議 題 》 

① 各サービス利用者様現況報告・活動報告 

各事業所の要介護度ごとの利用者数、利用(入所)年数、R7 年 12 月、R8 年 1 月

における事故報告件数およびヒヤリハット件数の報告に続き管理者より日常の

様子等報告 

・グループホーム丸心・デイサービスこころ 

12 月はクリスマス会を行いました。コロナやインフルエンザの感染などの心

配もあり、今年は１階丸心２階丸花それぞれのユニットに分かれての開催でし

たが、職員たちの踊り、利用者様もご参加いただいての劇など皆様には楽しん

で頂けたようです。また冬もお天気をみながらお散歩や外気浴を楽しんでいた

だいています。職員と一緒に（安全に配慮し少しですが）雪かきをされる利用

者様もいらっしゃいます。「みんな大変だな～」と快くお手伝いしてくださいま

す。その他、所内でのインフルやコロナの感染等無く皆様お元気に過ごされま

した。 

・丸心ふわり 

 ふわりでは先月骨折で入院中の方がいるのですが、そのほかの利用者皆さま

お元気に過ごされています。 

グループホームの報告にもありましたが、12 月にはクリスマス会を開催しまし

た。職員のふわり吹奏楽部(?)による演奏や、利用者様全員に参加いただいての

「おおきなかぶ」の劇はナレーションんも利用者様にお願いし、「ひげダンス」

はリズムに合わせ楽しく踊っていらっしゃいました。参加型のクリスマス会は

とても盛り上りました。1 月は寒さと路面の悪さもあり、室内での活動が多くな

りましたが、お正月にはすごろくやかるたなどのお正月らしいレクレーション

をして過ごしました。 



 感染症については、やはり流行が近くまできており、職員の家族がインフル

エンザに感染し、その後職員も感染しお休みをいただいたケースがありました

が、所内に感染が拡大すること無く利用者様への感染もありませんでした。 

 

司会：まるしん通信にもありますようにクリスマス会の余興では、職員の本気

のフラメンコの披露もあり、利用者様たちもとても喜んで下さいましたが、感

染症などの心配が無ければ、以前のようにご家族様や地域の方もお誘いしてご

覧いただきたかったと、残念に思っています。 

ホーム長河田：この 1 月をもって 20 年近くにわたりグループホーム丸心利用者

様の往診や職員、往診以外の方のワクチン接種に来てくださった新琴似内科の

佐藤院長が体調のご都合により施設往診を終了されました。佐藤先生は夜間の

利用者様の急変の際なども駆けつけてくださり、私たちにとっても本当に心強

く、頼りにしておりましたので残念ですが、これからもクリニックでの診療は

変わらず継続されるということです。 

司会：災害時伝言ダイヤル 171 の訓練実施について 

 ホームでも大きな災害が起きた時に、ご家族や職員への連絡手段として 171

を活用することをお伝えしておりますが、災害が夜間の職員が少ない時間帯に

発生した場合も、その場にいる職員が伝言を発信しなければなりませんので、

全職員で操作を訓練しておく必要があると思っておりましたが、以前第 3 包括

の川上様より他のイベントで訓練する機会があったとお伺いし、日本公衆電話

会をご紹介いただきました。1 月の職員勉強会に担当の職員様に訓練用の機械も

お持ちいただき、実際に操作を体験させていただきました。また、講話の中で

大切なこととして、家族間で 171 に伝言を登録の際また、伝言を聞く際には共

通の電話番号を決めておくことが必要と伺いました。共通の番号を入れないと

伝言を聞くことが出来ないので普段から家族間などで確認しておくと良いそう

です。参加の職員もとても良い機会になりました。 

ホーム長河田：災害伝言ダイヤルは大きな災害発生時に使えるのですが、当施

設では火災の発生時、自動通報装置で消防に通報され同時に登録している 10 件

にも電話がかかるようになっています。 

町内会長吉泉様：以前一度かかってきた事がありましたね。幸い誤報でしたが。 

ホーム長河田：はいあの時は誤報でしたが、あのような形で電話がいきますの

で、有事の際はご協力等よろしくお願いいたします。 

司会：各ユニットの平均年齢、平均介護度などの記載がありますがグループホ

ームの 1Ｆユニットのほうは入居年月が長い方が多いので、長い年月でどうして

も介護度は上がってきています。ですが、要介護認定の時のご体調などにより

変動もありますので、要介護 3 だった方が要介護 2 に改善される場合もありま



す。ふわりのほうは、通所、訪問、宿泊を柔軟に組み合わせてご利用いただく

サービスなのですが、現状定員 27 名のところ 17 名の登録者数となっており、

まだまだ余力がございます。小規模多機能の利用条件は要支援から要介護の認

定を受けていれば、認知症の診断が無い方もご利用いただけます。 

また、ふわり、デイサービスの冬場の送迎についてシーズン初めに利用者様に

は送迎時間の遅れ、暴風雪の際のお休みについてご理解をお願いする文書を差

出しておりましたが、1 月後半と 2 月に入ってからも大雪や吹雪、悪路の日が多

くあり、渋滞により大幅な送迎時間の遅れがあった日もありましたし、朝はな

んとかお迎えをしましたが、帰りの時間帯に猛吹雪となり、ご家族に相談の上

緊急ショートステイをご利用頂いた事態もありました。職員駐車場の積雪がひ

どく、委員の高橋様が機械で除雪してくださった日もありました。 

ホーム長河田：その節は大変お世話になりました。 

高橋様：ふわりは 27 名定員で、まだまだ余裕があるとのことですが、利用の申

し込みや問い合わせは、直接来るのです？ 

ホーム長河田：居宅介護支援事業所のケアマネさんや病院の相談員の方からの

問い合わせが主ですが、最近はインターネットなど、ご自分で調べられて連絡

を下さる場合もあります。あとは、有難いことに以前利用されていた方からの

ご紹介もあります。 

高橋様：いまは入居の相談所の様な所もあって、そういう所を通すと手数料も

かかるそうですね。 

司会：紹介所からのお問い合わせや広告を載せないかとの連絡もあります。広

告自体は宣伝にもなるかと思いますが、入居となった際には手数料がかかりま

す。ただ、入居される方にはかからないそうです。今のところ、紹介所経由で

ご入居された方はいらっしゃらないです。 

高橋様：今は職員さん何名くらいですか？ 

ホーム長河田：現在は夜勤パートや送迎ドライバー、短時間パートも含め 47 名

ほどです。職員の配置については、他の施設より多いほうです。ただ、感染症

などでの急遽の休みなどに備えて、常に余裕を持ちたいと思っています。特に

冬場の送迎については男性の運転手さんにお願いしないと不安もあります。ご

近所やお知り合いの方がいらっしゃったらぜひお声を掛けてみてください。 

関川：運転手さんについては 70 歳までという年齢制限があります。 

ホーム長河田：利用者様を乗せての運転になりますので、一応そのように決め

ています。 

司会：丸心は今年開設より 20 年の節目の年を迎えました。丸心にはグループホ

ーム丸心とよつ葉の里入居者27名の入居者ご家族様による丸心家族の会があり

ます。この度、家族の会より丸心の開設 20 周年にお祝いの品を寄贈したいとの



お話しがありました。 

家族の会会長原田様：先ほど利用者様の年齢、介護度も上がっているとお話に

もありましたが、私の母もこちらでお世話になり 10 年になりますが、まだまだ

母より先輩の方もいらっしゃるということで母にも元気で頑張ってほしいと思

います。 

家族の会会長原田様より開設 20 周年を祝い以下のお言葉を頂きました。 

「丸心開設二十周年を祝して 

    今般、丸心が施設開設二十周年という大きな節目を迎えられましたことを、 

家族の会一同、心よりお祝い申し上げます。 

この二十年の間、入居者一人ひとりの暮らしに真摯に向き合い、温かく支えてこ

られた皆様のご尽力に、深い感謝の念を抱いております。日々、ホーム長のお考

えをしっかりと理解された職員の皆様が、きめ細やかなケアを提供してくださる

おかげで、私たち家族は大切な家族を安心してお任せすることができております。

これは何ものにも代えがたい安心です。ささやかではございますが、感謝とお祝

いの気持ちを込めまして記念品をお贈りいたします。丸心がこれからも笑顔あふ

れる場所であり続け、さらに多くの方々に信頼され、愛されますことを心より願

っております。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

この度は誠におめでとうございます。」 

 

ホーム長河田：このようなお品と温かいお言葉をありがとうございます。私は

看護師として働いてきましたが、介護経験は全くありませんでしたが、ご縁が

ありこの事業所を始めさせて頂きました。開設当初は 20 年先など考えも及びま

せんでしたが、周りの皆さま、職員、利用者様、ご家族様のご理解、ご協力が

あり長く続けさせていただいております。このようにお祝いをしていただき感

謝の気持ちで一杯です。今後も利用者様が幸せに暮らせることを一番に職員と

一緒に頑張って行きたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

② 今後の予定 

2 月は節分行事,誕生会を予定しております。 

 

③ その他 

1 月 13 日にグループホーム丸心の外部評価がありました。第 3 者評価機関の

方にお越しいただき事業所運営についてお話をしました。 

今回も、まずこのように家族会活動が継続し機能している事業所は珍しいと褒

められました。また、外部評価の中でご家族にお願いし、評価機関に直接回答

を送っていただくアンケートを実施するのですが、ご家族からの回答率が非常



に良いと伺いました。アンケートの中には当ホームの感染対策、面会について

少し厳しすぎるのではというお声もあったと伺いました。ただ、高齢者の利用

者の皆様は、やはり重症化が心配されますのでリスクを最小限に努めていきた

いと思いますが、できることは状況をみながら再開していきたいと考えていま

す。ふわりの外部評価につきましても第 3 包括様、ご家族様にも評価にご協力

いただき進めておりますが、結果がまとまりましたら公表させていただきます。 

司会：議題③災害時の対応、災害伝言ダイヤルについては先ほどお話をしまし

たが、町内会でも防災に関するイベントなどは行っていますか？ 

吉泉様：以前は小学校での防災のイベントなどもあり、地域のお祭りではしご

車を出してもらったこともありましたが、消防もこのところ回り切れないよう

で中々参加いただけていません。 

ホーム長河田：このあたりの避難所は屯田小学校ですね？ 

高橋様：そうです。災害が発生した際には市から連絡があり学校の担当者が体

育館の鍵を開けることになっているようです。  

吉泉様：学校の地下には災害備蓄品や発電機などを備えていて年に 1 度点検を

しているそうです。 

高橋様：屯田でもこの地区は幸い災害の少ない地域で昭和 56 年の水害の時も大

きな被害はありませんでした。 

ホーム長河田：今は災害時 BCP 作成が義務化されており、当事業所も作成して

おります。実際に災害が発生した際に備えて見直し等していかなければなりま

せん。災害時の避難所への移動については課題も残りますが今後検討を続けて

まいります。 

◆北区第 3 地域包括支援センター様より、この２月にキャッシュカード詐欺盗

事件が札幌市北区内でも発生しており注意喚起のしてほしいとの情報をいただ

きました。悪質な手口に係らぬよう皆様お気をつけいただければと思います。 

 

以上、その他ご質問、ご意見等なく閉会 


